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できごと

いきいき地域活動賞贈呈

敬老者代表者謝辞

アトラクション～七福神の舞

保育園児によるアトラクション

平成27年度　敬老会

しあわせ金婚表彰

　平成27年度敬老会が9月5日(土)午前10時から川内村村民体育センターにて、敬老
者・来賓等347名の参加で開催されました。
　本年の敬老者は75歳以上の方が、631名。うち90歳以上は89名です。
　式典では、遠藤村長からお祝いの式辞さらに各老人クラブ代表者に敬老祝い金の
贈呈が行われました。村での最高齢者は第6区の吉澤ユキ子さん(100歳)で、老人ク
ラブ連合会からお祝いの贈呈が行われました。
　また、結婚50年を迎える御夫婦(6組)に福島民報社（青木智久印刷部長）からしあ
わせ金婚表彰が行われ、また、川内村から記念品の贈呈が行われました。
　最後に、敬老者を代表して三瓶福彦さんが（第4区福寿会老人クラブ）、健康でい
ることさらに地域貢献の誓いと、敬老会開催の御礼の謝辞がありました。
　今年度から、高齢者が地域ぐるみで支えあいながら、いきいきと活動されている
団体を表彰する“いきいき地域活動賞”を設け、第2区西郷悠遊会と第7区長寿会老
人クラブがその活動を評価され受賞されました。
　式典終了後のアトラクションでは、かわうち保育園児の踊りと芸術文化団体連絡
協議会の各団体による踊りや演奏などが披露され、盛会に終了いたしました。
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できごと

「 放 課 後 こ ど も 教 室 」
～玉川大学の学生とレクリエーションで過ごす～

　９月１日昨年に引き続き、玉川大学教育学部原田眞理教授のゼミ合宿が川内村会
場で行われました。昼に川内小学校到着し児童との給食・塙校長の「震災から現在
までの教育現場」の講義、またその後は「放課後子ども教室」でのレクリェーショ
ン活動。新聞大陸など身体を使ってのレク汗を流しながら、また体をぶつけ合って
楽しい時間を過ごしました。

福 島 大 学 ふ く し ま 未 来 学
～川内村フィールドワークを実施しました～

　福島大学では、9月4日から17日まで地域実践学習「むらの大学」の授業の一環
として、川内村でフィールドワークを行いました。昨年度から始まったこの活動は、
今年は34名が村内で活動しました。活動の際には、たくさんの方々にご協力いただ
き、川内村の現状を知る中身の濃い充実した内容となりました。これからも川内村
に継続的に関わり、村に貢献していきたいと考えています。川内村の皆さん、2週
間ありがとうございました。

第１回川内オリンピックの様子。
スポーツを通して皆さんと交流でき嬉しかったです。
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けん引式車いす補助装置
「J

じ ん り き

INRIKI  Q
ク イ ッ ク

UICKU」が
寄贈されました。

　大和ハウス株式会社　福島支社では60周年記念事業
の一環として、県内で仕事させていただいていること
への御礼として、９月３日福島支社長が来村され村長
に寄贈がありました。この「けん引式車いす補助装置」
は車いすに装着するだけで、押すだけでは移動困難な
場所でも、引くことでスムーズに移動できる補助装置
です。今後、災害時の緊急避難や防災訓練等に幅広く
利用していきたいと思います。

書の部で受賞した　堀本雄一郎さん
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水泳記録会
　9月3日（木）３・４校時に、本校と 尾
小学校・富岡第一・第二小学校による合同
水泳記録会を実施しました。3町村・4校
での記録会、互いに競い合ったり、交流を
深め合ったりすることが大きな目的です。
川内小のよさを知っていただくとともに、
こうした目的を十分達成することができた
ことは、子どもたちの表情からしっかりと
見取ることができました。
　水温も低く、ベストコンディションとはいえ
ない中ではありましたが、これまで以上の力を
発揮し、自己ベストの距離やタイムを達成した
子ども達は、これまでの努力の成果を互いにた
たえ合っていました。また、記録会終了後は、
みんな一緒にランチルームでの給食です。ふだ
んと違うとなりのお友だちや先生方に緊張しな
がらもすぐに打ち解け、楽しく会食をすること
ができました。　あっという間の一日、互いに
再開を約束しお別れです。
　新記録続出の水泳記録会、子ども達のがんばりと笑顔に感謝です。
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お知らせ（決算状況）

区　分 予算額  歳入決算額  歳出決算額 歳入歳出差引 26年度繰越額 実質収支

一 般 会 計 10,057,964 7,566,630 6,432,298 1,134,332 919,203 215,129

国 保 会 計 806,748 821,036 637,540 183,496 0 183,496

直 診 会 計 138,773 133,660 132,619 1,040 0 1,040

農集排会計  125,671 126,725 121,554 5,171 0 5,171

介 護 会 計 471,618 458,540 453,118 5,422 0 5,422

介護サービス会計 1,129,000 1,047 1,040 7 0 7

後期高齢者医療会計 75,830 74,728 74,728 0 0 0

計 12,805,604 9,182,366 7,852,897 1,329,468 919,203 410,265

　区　分    調定額    収入額  収納率

村　民　税 

固定資産税 

軽自動車税 

た ば こ 税

特別土地保有税

　　計 

国民健康保険税

介護保険料

93,377

336,843

7,495

16,205

0

453,920

20,125

1,434

87,068

331,543

7,078

16,205

0

441,894

3,113

475

93.2%

98.4%

94.4%

100.0%

0.0%

97.4%

15.5%

33.1%

　平成26年度一般会計の決算額は、歳入総額75億6,663万円、歳出総額64億3,229万円となり前年度に
比べ歳入で3億3,283万円（4.6％）の増額、歳出で4億2,699万円（6.6％）の減額となりました。　村では
東日本大震災以降、震災前の標準的な村予算と比較すると依然と増加傾向にあります。これは、いずれも震
災復興関連で収入される補助金・交付金が大きな割合をしめています。　　　　　　　　　　　　　　　
　歳入決算内訳では、普通交付税11億2,991万円、震災復興特別交付税6億4,939万円、主に除染関連事
業等にかかる災害復旧費県補助金が24億9,853万円など依然として高額な補助金が交付されています。
　歳出では前年度でかわうちの湯改修工事、野菜工場建設、葬祭場建設等の大型事業が完了しているもの
の、引き続き除染事業を継続実施したほか、特別養護老人ホーム用地整備工事等1億127万円、災害公営住
宅建設1億4,365万円、災害等廃棄物処理委託事業2億1,353万円などの事業を実施しております。

　平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律は、地方公共団体の財政の
健全性について、指標等により分析し、比率に応じた早期健全化や財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行
財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の健全化に資することを目的として施行され、平成22年度から「健全化
判断比率」及び「資金不足比率」を公表しています。
　村の財政状況としては、実質赤字比率、連結赤字比率、将来負担比率では、赤字がないため数値として現れません。実質

公債費比率（３ヵ年平均）では昨年より0.3%減少の6.2となりました。警戒ラインは25%以上であることから問題はあ
りません。
　又、公営会計である農業集落排水特別会計の資金不足状況では赤字となっていないため数値として現れません。

いずれの比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
　・実質赤字比率：一般会計赤字額の通常収入額に対する割合
　・連結実質赤字比率：全会計連結した場合の赤字額の通常収入額に対する割合
　・実質公債費比率：実質的な借入金返済額の通常収入額に対する割合
　・将来負担比率：借入金及び将来支払う可能性のある負担額の収入額に対する割合
※　赤字がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。 

平成26年度一般会計決算状況

平成26年度一般会計決算状況

平成26年度一般会計決算状況
歳入決算額

財政の健全化判断比率

村税等収納実績

村税一人当たりの負担額 歳出決算額

会計別決算状況

健全化判断比率

75億6,663万円（25年度 72億3,380万円） 歳出決算額 64億3,229万円（25年度 68億5,929万円）

    　　　　　　 

 実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村　の　比　率 ― ― 6.2 ―  

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 30.0 35.0 ―

（単位：％）

基金の状況

村税一人
当たりの負担額

48,318円

歳出決算額
64億3,229.7万円

目的別
（単位：千円）

財源内訳
歳入合計

75億666.3万円
（単位：千円）

一般会計
歳入決算

総務費
855,834

村民税,

32,069円

自主財源
1,471,648

依存財源
6,094,982　

固定資産税

7,673円

災害復旧費
1,829,650

教育費
251,120

民生費 1,140,890

衛生費 134,387

県支出金 
2,498,539

労働費 130,030

消防費 185,452

土木費 667,335

諸収入他 
854,561

地方交付税
1,873,628

商工費 182,006

寄付金 34,797

農林水産業費 
690,411

（大規模償却資産を除く）

平成27年３月31日現在

(平成27年3月31日現在）

一般会計歳入決算内訳（財源内訳）

議会費 57,122

財産収入 13,886

使用料・手数料等
 126,508

村税 441,896

たばこ税 

5,969円

公債費 308,060

軽自動車税

2,607円

村債 273,823

国庫支出金
 1,387,777

地方譲与税・交付金
 61,215

（単位：千円） （単位：千円）

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準  

農業集落排水事業特別会計 ― 20

（単位：％・千円）

比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
 ・資金不足比率：赤字額の営業収益の割合
※　資金不足がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。

資金不足比率

土 地 開 発 基 金

特 別 導 入 事 業

財 政 調 整 基 金

育 英 奨 学 資 金 貸 与 基 金

減 債 基 金

水田農業確立特別対策基金

ふるさと教育文化振興基金

地 域 づ く り 振 興 基 金

地 域 福 祉 基 金

中山間ふるさと水と土基金

公共施設建設準備及び維持管理基金

交流施設維持管理準備基金

ふるさと応援モリタロウ基金

60,000

7,565

1,292,520

162,047

9,146

5,699

12,218

95,339

127,333

10,094

1,187,186

1,438

35,103

22,099

2,786

476,066

59,686

3,369

2,099

4,500

35,116

46,900

3,718

437,269

530

12,929

基金名 26 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 ( 円 )

過疎地域自立促進特別事業基金

東日本大震災復興基金(電源)

復 興 基 金

復興基金(ブランドイメージ回復)

川内村のあしたをかえる交付金基金

定住促進アパート管理基金

東日本大震災復興支援基金

飲料水安全確保対策基金

国民健康保険給付費支払準備基金

森 林 環 境 交 付 金 事 業

介 護 給 付 費 準 備 基 金

農集排施設維持管理準備基金

合 　 　 　 　 計

126,367

45,114

324,530

20,705

115,787

13,195

106,414

30,156

49,247

3,490

20,617

26,357

3,887,667

46,544

16,617

119,532

7,626

42,647

4,860

39,195

11,107

18,139

1,285

7,594

9,708

1,431,921

基金名 26 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 (円 )
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お知らせ（決算状況）

区　分 予算額  歳入決算額  歳出決算額 歳入歳出差引 26年度繰越額 実質収支

一 般 会 計 10,057,964 7,566,630 6,432,298 1,134,332 919,203 215,129

国 保 会 計 806,748 821,036 637,540 183,496 0 183,496

直 診 会 計 138,773 133,660 132,619 1,040 0 1,040

農集排会計  125,671 126,725 121,554 5,171 0 5,171

介 護 会 計 471,618 458,540 453,118 5,422 0 5,422

介護サービス会計 1,129,000 1,047 1,040 7 0 7

後期高齢者医療会計 75,830 74,728 74,728 0 0 0

計 12,805,604 9,182,366 7,852,897 1,329,468 919,203 410,265

　区　分    調定額    収入額  収納率

村　民　税 

固定資産税 

軽自動車税 

た ば こ 税

特別土地保有税

　　計 

国民健康保険税

介護保険料

93,377

336,843

7,495

16,205

0

453,920

20,125

1,434

87,068

331,543

7,078

16,205

0

441,894

3,113

475

93.2%

98.4%

94.4%

100.0%

0.0%

97.4%

15.5%

33.1%

　平成26年度一般会計の決算額は、歳入総額75億6,663万円、歳出総額64億3,229万円となり前年度に
比べ歳入で3億3,283万円（4.6％）の増額、歳出で4億2,699万円（6.6％）の減額となりました。　村では
東日本大震災以降、震災前の標準的な村予算と比較すると依然と増加傾向にあります。これは、いずれも震
災復興関連で収入される補助金・交付金が大きな割合をしめています。　　　　　　　　　　　　　　　
　歳入決算内訳では、普通交付税11億2,991万円、震災復興特別交付税6億4,939万円、主に除染関連事
業等にかかる災害復旧費県補助金が24億9,853万円など依然として高額な補助金が交付されています。
　歳出では前年度でかわうちの湯改修工事、野菜工場建設、葬祭場建設等の大型事業が完了しているもの
の、引き続き除染事業を継続実施したほか、特別養護老人ホーム用地整備工事等1億127万円、災害公営住
宅建設1億4,365万円、災害等廃棄物処理委託事業2億1,353万円などの事業を実施しております。

　平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律は、地方公共団体の財政の
健全性について、指標等により分析し、比率に応じた早期健全化や財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行
財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の健全化に資することを目的として施行され、平成22年度から「健全化
判断比率」及び「資金不足比率」を公表しています。
　村の財政状況としては、実質赤字比率、連結赤字比率、将来負担比率では、赤字がないため数値として現れません。実質

公債費比率（３ヵ年平均）では昨年より0.3%減少の6.2となりました。警戒ラインは25%以上であることから問題はあ
りません。
　又、公営会計である農業集落排水特別会計の資金不足状況では赤字となっていないため数値として現れません。

いずれの比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
　・実質赤字比率：一般会計赤字額の通常収入額に対する割合
　・連結実質赤字比率：全会計連結した場合の赤字額の通常収入額に対する割合
　・実質公債費比率：実質的な借入金返済額の通常収入額に対する割合
　・将来負担比率：借入金及び将来支払う可能性のある負担額の収入額に対する割合
※　赤字がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。 

平成26年度一般会計決算状況

平成26年度一般会計決算状況

平成26年度一般会計決算状況
歳入決算額

財政の健全化判断比率

村税等収納実績

村税一人当たりの負担額 歳出決算額

会計別決算状況

健全化判断比率

75億6,663万円（25年度 72億3,380万円） 歳出決算額 64億3,229万円（25年度 68億5,929万円）

    　　　　　　 

 実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村　の　比　率 ― ― 6.2 ―  

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 30.0 35.0 ―

（単位：％）

基金の状況

村税一人
当たりの負担額

48,318円

歳出決算額
64億3,229.7万円

目的別
（単位：千円）

財源内訳
歳入合計

75億666.3万円
（単位：千円）

一般会計
歳入決算

総務費
855,834

村民税,

32,069円

自主財源
1,471,648

依存財源
6,094,982　

固定資産税

7,673円

災害復旧費
1,829,650

教育費
251,120

民生費 1,140,890

衛生費 134,387

県支出金 
2,498,539

労働費 130,030

消防費 185,452

土木費 667,335

諸収入他 
854,561

地方交付税
1,873,628

商工費 182,006

寄付金 34,797

農林水産業費 
690,411

（大規模償却資産を除く）

平成27年３月31日現在

(平成27年3月31日現在）

一般会計歳入決算内訳（財源内訳）

議会費 57,122

財産収入 13,886

使用料・手数料等
 126,508

村税 441,896

たばこ税 

5,969円

公債費 308,060

軽自動車税

2,607円

村債 273,823

国庫支出金
 1,387,777

地方譲与税・交付金
 61,215

（単位：千円） （単位：千円）

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準  

農業集落排水事業特別会計 ― 20

（単位：％・千円）

比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
 ・資金不足比率：赤字額の営業収益の割合
※　資金不足がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。

資金不足比率

土 地 開 発 基 金

特 別 導 入 事 業

財 政 調 整 基 金

育 英 奨 学 資 金 貸 与 基 金

減 債 基 金

水田農業確立特別対策基金

ふるさと教育文化振興基金

地 域 づ く り 振 興 基 金

地 域 福 祉 基 金

中山間ふるさと水と土基金

公共施設建設準備及び維持管理基金

交流施設維持管理準備基金

ふるさと応援モリタロウ基金

60,000

7,565

1,292,520

162,047

9,146

5,699

12,218

95,339

127,333

10,094

1,187,186

1,438

35,103

22,099

2,786

476,066

59,686

3,369

2,099

4,500

35,116

46,900

3,718

437,269

530

12,929

基金名 26 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 ( 円 )

過疎地域自立促進特別事業基金

東日本大震災復興基金(電源)

復 興 基 金

復興基金(ブランドイメージ回復)

川内村のあしたをかえる交付金基金

定住促進アパート管理基金

東日本大震災復興支援基金

飲料水安全確保対策基金

国民健康保険給付費支払準備基金

森 林 環 境 交 付 金 事 業

介 護 給 付 費 準 備 基 金

農集排施設維持管理準備基金

合 　 　 　 　 計

126,367

45,114

324,530

20,705

115,787

13,195

106,414

30,156

49,247

3,490

20,617

26,357

3,887,667

46,544

16,617

119,532

7,626

42,647

4,860

39,195

11,107

18,139

1,285

7,594

9,708

1,431,921

基金名 26 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 (円 )
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お知らせ

今
月
の
納
税
（
10
月
）

・
住
民
税�

３
期

・
国
民
健
康
保
険
税�

４
期

納
期　

平
成
27
年
11
月
２
日
（
月
）

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

10
月
27
日
（
火
）
に
ご
指
定
の
口

座
よ
り
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。

　

村
税
納
付
の
口
座
振
替
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

税
務
係

 

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
４

10
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で

賠
償
金
請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
に
あ

た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か
ら
郵
送
さ

れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」
な
ど

の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
1
階
会
議
室
）

■
日　

時　

10
月
８
日
（
木
）、
29

日
（
木
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

②
郡
山
市　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会

所■
日　

時　

10
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

※
四
倉
鬼
越
応
急
仮
設
住
宅
で
の
ご

相
談
窓
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
月
１

回
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
9
月

開
催
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
の
報
告
と
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
飲
料
水

検
査
を
希
望
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い

て
、
福
島
県
食
肉
衛
生
検
査
所
に
て

飲
料
水
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
８
月
11
日
～
同
年
９
月

10
日
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　

３
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）

�

受
付
件
数　

０
件　

　
と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結

果
がND

で
あ
り
ま
し
た
。

※
「ND

」
と
は
、
測
定
結
果
が
検

出
限
界
値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

す
。
検
出
限
界
値
は
、
測
定
機
器
や

測
定
条
件
（
測
定
時
間
等
）
に
よ
り

測
定
ご
と
に
異
な
り
、
本
結
果
に
お

い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bq/

kg
未
満

で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
水

質
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
２
リ
ッ

ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
1
本
を
毎

週
金
曜
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
①
採

取
場
所
②
月
日
③
時
間
④
天
候
を
添

え
て
、
役
場
住
民
課
に
届
け
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

川
内
村
役
場　

住
民
課

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
し
て

み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

平
成
27
年
10
月
よ
り
、
住
民
票
を

有
す
る
国
民
一
人
一
人
に
12
桁
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
通
知

さ
れ
ま
す
。

　

通
知
は
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
が
直
接
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
個

人
ご
と
に
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
す
。

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は

（
注
）
転
送
不
要
の
簡
易
書
留

に
て
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

川
内
村
で
は
広
報
等
の
送
付
先
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
へ
の
送

付
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、「
通

知
カ
ー
ド
」
が
確
実
に
皆
様
の
お
手

元
に
届
く
よ
う
に
、
避
難
先
を
変
更

し
た
こ
と
の
あ
る
方
、
又
は
、
転
送

さ
れ
て
郵
便
物
を
受
け
取
ら
れ
て
い

る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
念
の
た
め

に
川
内
村
役
場
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
、
ご
自
身
及
び
ご
家
族
の
送
付
先

の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
注
）
転
居
届
を
し
て
い
る
場
合
で
も
転
送

さ
れ
ず
、
差
出
人
に
戻
っ
て
し
ま
う
書
留
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一
日
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

10
月
19
日
か
ら
23
日
の
一
週
間
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
は
、
役
所
や
特
殊
法
人

等
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や
困
っ

て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解

決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
員
は
い
つ
で
も
自
宅
な

ど
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
次

の
日
程
で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
相
談
日　

10
月
20
日
（
火
）

■
時　

間　

10
時
か
ら
15
時
ま
で

■
場　

所

　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

行政相談委員
遠藤　公一 委員
（上川内字久保）

■
問
合
せ　

総
務
課
総
務
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
１

お知らせ

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

川
内
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

期
日
前
投
票
立
会
人
募
集
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
福
島
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
と
川
内
村
議
会
議
員
一

般
選
挙
が
平
成
27
年
11
月
15
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
の
期
日
前
投
票
の
執
行

の
た
め
、
期
日
前
投
票
立
会
人
を
川

内
村
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
募
集
い
た
し
ま
す
。
応
募

さ
れ
る
方
は
平
成
27
年
10
月
23
日

（
金
）
ま
で
に
村
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
立
会
人
に
は
村
規
定
の
報

酬
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
川
内
村
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
年
金
の
保
険
料
納
付
期
間
と
保

険
料
免
除
期
間
の
合
計
が
原
則
25
年

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。そ
れ
に
満
た
な
い
場
合
は
、

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
資
格
が
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て

20
歳
～
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
き
ち
ん

と
納
付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期
間
が
あ

る
と
、
そ
の
分
、
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

な
い
保
険
料
が
あ
る
と
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し

て
も
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
給

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 
※
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
加
入

者
区
分
（
職
業
な
ど
）
に
よ
っ
て
、

納
付
の
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

 

■
問
合
せ　

住
民
課

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

広
報
（
郵
便
物
）
送
り
先
に
つ
い
て

　

広
報
誌
等
の
郵
送
物
に
つ
い
て
、

転
送
期
間
が
切
れ
る
等
の
理
由
で
、

役
場
ま
で
返
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
合
せ　

総
務
課　

企
画
政
策
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
１

ペ
ッ
ト
を
外
で
飼
っ
て
い
る
方
へ

　

～
野
生
動
物
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
～

　

先
月
、
避
難
先
か
ら
犬
を
連
れ
て

一
時
帰
宅
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
深
夜
イ

ノ
シ
シ
に
犬
が
襲
わ
れ
る
事
例
が
あ

り
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
を
外
で
飼
わ
れ

て
い
る
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
十

分
に
ご
注
意
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
野
生
動
物
に
は
エ
サ
や
残

飯
を
与
え
な
い
、
残
飯
は
外
に
捨
て

な
い
よ
う
ご
配
慮
願

い
ま
す
。
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お知らせ

食
品
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
場
か
ら

『
安
全
・
安
心
』
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
後
、
川
内
村
で
は

食
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
現
在
で
は
村
内
４
ヶ
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
キ
ノ
コ
、
山

菜
が
た
く
さ
ん
採
れ
る
時
期
と
な
り

川
内
村
帰
村
者
支
援
金
に
つ
い
て

　

昨
年
４
月
よ
り
受
付
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
、
川
内
村
帰
村
者
支
援
金

に
つ
き
ま
し
て
、
お
渡
し
し
て
い
る

「
川
内
村
復
興
地
域
振
興
券
」
の
有

効
期
限
は
１
年
間
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

有
効
期
限
の
日
付
は
申
請
時
期
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
持

ち
の
振
興
券
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

有
効
期
限
内
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

尚
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
振
興
券

は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

川
内
村
役
場　

住
民
課

　

☎
０
２
４
０
―
３
８
―
２
１
１
３

復
興
支
援
バ
ス
無
料
乗
車
証

�

発
行
に
つ
い
て

　

新
常
磐
交
通
で
は
、
川
内
村
と
小

野
町
を
結
ぶ
バ
ス
を
月
曜
か
ら
金
曜

日
に
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
路
線
は
復
興
支
援
バ
ス
路
線

の
た
め
、
無
乗
車
証
を
お
持
ち
の
方

に
限
り
、
無
料
で
ご
乗
車
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
期
限
が
平
成
27
年

９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日
以
降
は
、
新
し
い
無
料

乗
車
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手
数

で
は
あ
り
ま
す
が
、
川
内
村
役
場
総

務
課
企
画
政
策
係
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
対
象
路
線

　
「
川
内
～
神
俣
～
小
野
新
町
」
線

■
期　
　

間　

　

平
成
27
年
10
月
１
日
～

　

�
平
成
28
年
３
月
31
日

■
対 

象 

者　

川
内
村
民
（
避
難
中

の
方
を
含
む
）
及
び
村
内
の
復
興

に
携
わ
る
方

■
問 

合 

せ　

総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
０
２
４
０
―
３
８
―
２
１
１
１

※
な
お
、
復
興
支
援
バ
ス
路
線
は
補

助
事
業
の
関
係
か
ら
平
成
28
年
４
月

以
降
は
有
償
化
と
な
る
見
込
み
で

す
。

村
民
体
育
セ
ン
タ
ー
改
修
に
伴
う

�

使
用
中
止
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
体
育
セ
ン
タ
ー
の
改
修

工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
9
月
下
旬

か
ら
来
年
の
3
月
下
旬
ま
で
、
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

御
不
便
を
お
掛
け
し
ま
し
て
、
誠

に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
使
用
開
始
時
期
は
来
年
4

月
か
ら
の
予
定
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
６

ま
す
の
で
、
必
ず
検
査
を
行
っ
て
か

ら
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
の
食
事
を
『
安
心
・
安
全
』

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
為
に
も
、
是

非
、
当
食
品
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
場

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

川
内
村
役
場 

産
業
振
興
課

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
２

消
防
か
ら
の
お
願
い

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　

点
検
を
し
ま
し
ょ
う

○
ボ
タ
ン
を
押
す
、
又
は
引
き
紐
を

引
く
こ
と
で
、
警
報
音
が
き
ち
ん

と
鳴
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

○
点
検
時
に
音
が
鳴
ら
な
い
と
き

は
、
電
池
切
れ
や
故
障
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

【
火
災
と
緊
急
は
１
１
９
番
】

◇
浪
江
消
防
署

　

☎
０
２
４
０

－

３
４

－

７
３
６
０

◇
富
岡
消
防
署

　

☎
０
２
４
０

－

２
５

－

２
１
１
９
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お知らせ

休
眠
会
社
・
法
人
の

　
　

整
理
に
つ
い
て

　

法
務
局
で
は
休
眠
会
社
・
法
人
の

整
理
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

休
眠
会
社
・
法
人
と
は
？

①�

最
後
の
登
記
か
ら
12
年
を
経
過
し

て
い
る
株
式
会
社
。（
特
例
有
限

会
社
は
含
み
ま
せ
ん
。）

②�

最
後
の
登
記
か
ら
５
年
を
経
過
し

て
い
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般

財
団
法
人
（
公
益
社
団
法
人
及
び

公
益
財
団
法
人
を
含
み
ま
す
。）

　

平
成
27
年
10
月
14
日
（
水
）
付
け

で
法
務
大
臣
に
よ
る
官
報
公
告
が
行

わ
れ
、
平
成
27
年
12
月
14
日
（
月
）

ま
で
に
「
ま
だ
事
業
を
廃
止
し
て
い

な
い
」
旨
の
届
出
又
は
登
記
の
申
請

を
し
な
い
限
り
、
解
散
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
、
登
記
官
が
職
権
で
解
散

の
登
記
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
福

島
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門
（
☎

０
２
４

－

５
３
４

－

１
９
０
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医
大
・
大
学
院
生
（
修
士
・
看

護
）
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
立
医
大
・
大
学
院
（
看
護
学
研

究
科
・
修
士
）
で
は
、
平
成
28
年
度

大
学
院
生
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
募
集
領
域

が
ん
、
家
族
、
老
年
、
精
神
、
母
性
、

小
児
、
地
域
の
７
看
護
領
域

■
試
験
日
程

・
秋
季
選
抜
試
験　

10
月
24
日
（
土
）

出
願
期
間
10
月
６
日
～
10
月
13
日

・
冬
季
選
抜
試
験　

１
月
30
日
（
土
）

出
願
期
間　

1
月
12
日
～
１
月
19
日

■
問
合
せ

　

教
育
研
修
支
援
課

☎
０
２
４

－

５
４
７

－

１
８
０
６

川内村職員採用試験（保育士）について
　平成28年度の川内村職員採用候補者（保育士）の試験を次のとおり行います。
■試験職種及び採用予定人数
　　保育士　　若干名
■受験資格
　　保育士　　昭和57年４月２日以降に生まれた幼稚園教諭の免許状
　　　　　　　及び保育士の資格を取得している者又は平成28年３月
　　　　　　　までに取得見込みの者（学歴は問いません）
■試験の方法や期日及び場所
　第一次試験（小論文・個人面接による試験）
　　期　日　　平成27年12月２日（水）
　　場　所　　川内村役場
■受付手続
　○受付期間　平成27年10月16日（金）～平成27年11月13日（金）まで（執務

時間中に限る）
　　　　　　　※郵便による申込書提出の場合は、11月12日（木）までの消印の
　　　　　　　　あるものに限り受け付けます。
　○申込方法　役場総務課に準備してある申込書に、必要な事項を記入して総務課
　　　　　　　総務係まで提出してください。
■問合せ　川内村役場　総務課　総務係　☎０２４０－３８－２１１１
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再
生
ふ
た
ば
の
未
来

～
健
康
な
街
づ
く
り
in
楢
葉
～

　

ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
と
の
同
日
開
催

で
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
震
災
・
原
発
事
故
か
ら

復
興
に
向
け
て
頑
張
る
浜
通
り
の

人
々
を
応
援
し
た
い
と
の
思
い
か
ら

企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
地
元
高
校

生
に
よ
る
未
来
へ
の
提
言
や
、
食
と

健
康
に
関
す
る
ブ
ー
ス
も
出
展
し
ま

す
。
是
非
、
ご
家
族
で
参
加
し
て
、

ふ
た
ば
の
未
来
を
語
り
合
い
ま
せ
ん

か
。

　

な
お
、
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
会
場
へ
は
広
野
町
の
二
ツ
沼

公
園
よ
り
「
ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
会
場

行
き
」
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
27
年
10
月
10
日　
　

　
　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

■
場
所　

楢
葉
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

大
会
議
室

■
主
催　

福
島
医
学
会

■
共
催　

楢
葉
町

■
後
援　

双
葉
地
方
町
村
会

■
問
合
せ　

楢
葉
町
住
民
福
祉
課

　

☎
０
２
４
０

－

２
５

－

２
１
１
１

相
双
こ
ど
も
科
学
祭
２
０
１
５
～

～
「
遊
び
」
な
が
ら

　

 

「
も
の
づ
く
り
」「
科
学
」
を

　
　
　
　
　
　

楽
し
く
学
ぼ
う
～

　

第
４
回
と
な
る

「
相
双
こ
ど
も
科
学

祭
２
０
１
５
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。 

　

当
日
は
、
地
元

企
業
や
高
校
生
が

工
夫
を
凝
ら
し
た

体
験
型
ブ
ー
ス
を
準
備
す
る
予
定
で

す
。
お
申
込
み
は
不
要
、
参
加
無
料

で
す
。
当
日
は「
な
み
え
焼
き
そ
ば
」

等
の
屋
台
で
の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
ま

す
。（
屋
台
の
ふ
る
ま
い
は
数
量
限

定
で
す
。）

■
日
時　

平
成
27
年
11
月
7
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

■
場
所　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

　
　
　
　
（
南
相
馬
市
）

■
対
象　

小
学
生
及
び
中
学
生

■
問
合
せ　

福
島
県　

相
双
地
方
振

興
局　

企
画
商
工
部

　

☎
０
２
４
４

－

２
６

－

１
１
４
２

第
２
回
写
真
教
室
講
座
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

公
民
館
で
は
、
全
日
本
写
真
連
盟

福
島
県
本
部
副
会
長
の
松
村
喜
一
さ

ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
６
月
14

日
開
催
の
講
座
に
引
き
続
き
、
第
２

回
目
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
写
真
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

平
成
27
年
10
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

４
時
間
程
度

■
場
所　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
隣「
な
か
よ
し
館
」会
議
室

■
募
集
人
数　

中
学
生
以
上
の
村
民

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

■
参
加
料　

無
料

■
持
参
す
る
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、三
脚（
な
く
て
も
結
構
で
す
）、

昼
食
、
飲
み
物

■
受
付
期
間　

10
月
１
日
（
木
）
～

10
月
13
日
（
火
）

※
受
付
時
間　

土
日
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
受
付
場
所　

川
内
村
公
民
館

■
応
募
方
法　

川
内
村
公
民
館
ま

で
直
接
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

川
内
村
公
民
館
（
生
涯
学
習
係
）　

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
６

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
イ
フ
ェ
ス
タ

川
内
小
の
体
育
館
で
開
催
!!

　

今
月
の
10
月
10
日
（
土
）
に
川
内

小
学
校
体
育
館
に
て
、
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
、
元
日
本
代
表
選

手
が
来
村
し
、
ミ
ニ
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
頑
張
る
姿
を
見
に
来

て
い
た
だ
き
、
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
27
年
10
月
10
日（
土
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
ま
で

■
場
所　

川
内
小
学
校　

体
育
館

■
問
合
せ　

教
育
委
員
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
６

お知らせ
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お知らせ

目標は初勝利！！
第2回市町村対抗福島県ソフトボール大会

　第２回市町村対抗福島県ソフトボール大会は、相
馬市の相馬光陽ソフトボール場をメイン会場に10月
17日から開幕されます。今大会は、53市町村が参加
し順調にいけば10月31日決勝戦が行われます。本村
チームは、10月18日の第１試合（9：00）光陽ソフト
ボール場で飯舘村と対戦します。村民皆様のご声援
よろしくお願いします。なお、雨天等により日程の
変更もありますのでご確認の上、お出かけください。
　川内選抜メンバーについては右のとおりです。

■日　時　10月17日（土）・18日（日）
　　　　　 10：00～15：00
■会　場　川内村ヘリポート
■駐車場　総合グランド
■内　容　

ステージイベント 実演販売
１７日
（土）

高田島三匹獅子
（第１行政区 郷土芸能保存会） 裁ちそば実演

フランスの
郷土料理

「ガレット」販売
１８日
（日）

フラダンス
（川内フラ教室 レイナノフ【モキハナ】）
よさこい

（川内よさこいクラブ）

県内のそば大集合!!
 ・会津磐梯町そば協会
 ・たていわ裁ちそば協会
 ・芝山を愛する会（いわき市）
 ・かわうち夢工房
 ・あぶくま高原そば振興協議会

入場
無料

第２回市町村対抗福島県ソフトボール大会
№ 背番号 位置 氏　　名 年齢

(H27.10.17現在）
30 監　督 鹿股　　保 60

1 10 主　将 猪狩　憲一 59
2 30 投　手 鹿股　　保 60
3 3 内野手 遠藤　和之 53
4 4 捕　手 猪狩　正和 53
5 19 外野手 志賀　　東 43
6 5 内野手 大山　浩志 44
7 24 内野手 秋元　活廣 43
8 16 内野手 猪狩　　亮 43
9 1 投　手 三瓶　義美 42

10 21 投　手 渡辺　　仁 42
11 15 投　手 鈴木　好一 42
12 23 内野手 三瓶　　大 41
13 14 外野手 猪狩　和弘 41
14 18 外野手 若松　清晃 41
15 11 内野手 小沼　裕和 41
16 8 内野手 若松　　秀 40
17 9 外野手 吉岡　一清 40
18 13 捕　手 秋元　伸嗣 41
19 22 内野手 西山　恭司 39
20 6 内野手 三瓶　義浩 39
21 2 捕　手 遠藤　拓郎 38
22 12 外野手 遠藤　一美 38
23 20 投　手 遠藤　俊平 34
24 17 内野手 秋元　一哲 33
25 7 外野手 大山　真一 33
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　心に太陽
　人の悪口は針の先ほども言わない唇と歌
　これをモットーに、毎日明るく、笑顔を絶やさず生
きていきたいと思っています。　
　現在87歳。これから挑戦したいことは、お料理。
　健康に良いおかず作りを頑張ります！
 �

（広報担当より）
　取材時、歌を聞かせていただいたのですが、本当に素敵な歌声で、心が温かくなりました。
　写真は敬老会にて華燭宴を披露された時のものです。

 ■次号の人紹介 　�次回は秋元優子さんをご紹介します。
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遠
花
火
娶
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た
る
子
と
飲
み
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ッ
カ
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え
て
今
宵
夏
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雀

見
渡
せ
ば
海
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見
え
た
日
原
爆
忌　

友
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志

遠
く
か
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を
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ぶ
声
法
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押
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車
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見
て
歩
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美
智
子

う
な
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れ
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に
な
る　

兄
弟
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寝
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き
夏
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き
い
ち

運
動
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す
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し
ぐ
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原
爆
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を
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人
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子
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子

　
江
戸
っ
子
て
な
あ
肩
怒
ら
せ
て
粋
が
っ
て
い
る
の
に
、何
故
か
な
で
肩
で
そ
れ
で
ど
じ
ょ
う
鍋
を

つ
つ
く
な
ん
て
江
戸
の
下
町
風
で
す
ね
。現
在
も
浅
草
、両
国
あ
た
り
に
お
店
が
あ
り
ま
す
。�

山
雀

母
逝
き
て
命
の
つ
な
が
り
想
う
盆　

�

　
　
　
　
　
　

さ　

と

　
日
本
に
は
、そ
の
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
供
養
す
る
新
盆
の
行
事
が
あ
る
。佛
壇
に
花
を

供
え
、故
人
が
好
物
だ
っ
た
料
理
を
供
え
て
、一
族
郎
党
、近
親
縁
者
が
集
い
、想
い
出
話
な
ど

を
し
て
故
人
を
供
養
す
る
。こ
れ
は
日
本
の
生
活
文
化
と
し
て
今
後
も
長
く
続
い
て
欲
し
い
。

作
者
も
そ
れ
等
を
念
頭
に
作
っ
た
も
の
と
思
う
。
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
志

川
内
俳
句
会 

八
月
句
会

聞いてくんちぇ♪

連載・特集

猪狩　美智子さん
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川内村各種クラブ・サークル・教室等紹介
かわうちよさこいクラブ

　柔和会から、かわうちよさこいクラブに名前を変
更して約２か月、ご覧のとおり子ども中心のよさこ
いクラブです。
　毎週、金曜日午後７時30分からコミュニティセン
ター大ホールで練習をしています。子ども約20人、
大人約15人の大所帯のクラブです。子どもたちの元
気をもらいながら楽しく練習しています。
　これから、いろんなイベントに参加して行きたい
と思います。気軽に見学に来てください。

� かわうちよさこいクラブ代表　三浦　美江

　川内村の北西に位置する高塚山。駐車場から山頂までは約30分のコースです。登山道の
勾配は比較的緩やかで、初心者でも挑戦しやすい山です。
　高塚山は初夏には村の花でもあるサラサドウダンが咲き始めます。そしてこれからの季
節、10月中旬から下旬にかけて紅葉が始まり、山頂からは赤や黄に染まった鮮やかな山景
を眺めることができます。
　山頂に近付くにつれ、多くの巨石が見られます。山頂には「ペラペラ石」（写真中）が突
出したように存在します。むかし、人々がこの石の上で煮焚きをしながらペラペラおしゃ
べりをしたことから、「ペラペラ石」と呼ばれているそうです。また、山頂に乗っかるよう
に存在する石（写真右）も迫力があり見物です。
　この秋はぜひ、見どころたっぷりの高塚山にぜひ登ってみてはいかがでしょうか。
※登山可能な時期は毎年４月下旬ごろ～11月下旬ごろです。
　その年の気候状況により変更する場合がありますのでご了承ください。
※登山道のみ平成25年度に除染を行いました。

■問合せ　川内村役場　産業振興課　☎０２４０－３８－２１１２

今月のスポット 高塚山
～紅葉する山々を眺めに行こう～

連載・特集
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連載・特集

川内村、川内村の人々を
支えるお仕事現場を
紹介していきます。

川内村の
「美味しい」を
もっと広めたい！

　
川
内
村
商
工
会
の
一
員
と
し
て
、

特
産
品
開
発
に
挑
戦
し
て
い
る
渡
辺

正
さ
ん
。
震
災
後
か
ら
、
商
工
会
で

の
お
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

震
災
後
は
農
産
物
も
少
な
く
、
特

産
品
開
発
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
べ

き
か
、
悩
む
と
こ
ろ
も
正
直
多
か
っ

た
で
す
。
そ
ん
な
中
、
Ｊ
Ａ
ふ
た
ば

主
催
の
野
菜
教
室
に
参
加
し
、
農
家

の
方
々
と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
、
生
産

者
さ
ん
の
気
持
ち
や
取
り
組
み
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
前
向
き
に
活
動

す
る
農
家
の
方
々
の
気
持
ち
も
一
緒

に
、
特
産
品
に
詰
め
ら
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
た
い
と
改
め
て
決
意

を
し
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
特
産
品
に
携
わ
る
仲
間

と
共
に
様
々
な
も
の
を
開
発
し
て
き

ま
し
た
。
中
で
も
、
そ
ば
の
発
泡
酒

は
こ
だ
わ
っ
た
も
の
の
一
つ
で
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
回
復
事
業
の

一
環
と
し
て
、
平
成
26
年
10
月
か
ら

「
そ
ば
を
活
か
し
た
特
産
品
づ
く
り
」

と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

ば
の
風
味
を
生
か
す
こ
と
と
、
他
に

蕎
（
き
ょ
う
）

発　
　

酵
：
瓶
中
で
二
次
発
酵

特　
　

徴
：
手
作
り
酒
造
。
見
た
目

に
も
、
に
ご
り
が
濃
密
で
、
と
ろ
み

が
あ
り
ま
す
。
深
い
コ
ク
が
あ
る
の

で
少
し
ず
つ
口
に
含
ん
で
飲
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
い
わ
な
の
佃
煮
等
の

濃
い
味
の
食
事
と
併
せ
る
と
、
互
い

の
風
味
が
引
き
立
っ
て
お
勧
め
で

す
。

あ
ま
り
見
な
い
よ
う
な
商
品
を
目
指

し
て
試
行
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
２

種
類
の
発
泡
酒
が
販
売
中
で
す
。
ど

ち
ら
も
そ
ば
を
活
か
し
た
も
の
で
す

が
、
口
当
た
り
や
風
味
等
大
き
く
違

い
ま
す
。

　

10
月
は
い
よ
い
よ
そ
ば
の
収
穫
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
10
月
17
日
、

18
日
に
は
「
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
」
が
川

内
村
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
家
族
や

ご
友
人
を
誘
っ
て
お
越
し
い
た
だ

き
、
蕎
や
ソ
バ
ガ
ル
デ
ン
、
そ
の
他

川
内
村
な
ら
で
は
の
「
食
」
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

SOBA GARDEN

（
ソ
バ
ガ
ル
デ
ン
）

発　
　

酵
：
一
次
発
酵
ま
で

特　
　

徴
：
に
ご
り
が
少
な
く
、
風

味
は
あ
っ
さ
り
。
そ
の
中
に
、
そ
ば

の
香
り
が
引
き
立
つ
よ
う
、
焙
煎
等

の
加
工
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
刺
身

等
の
淡
泊
な
食
事
に
は
も
ち
ろ
ん
、

フ
ラ
イ
等
の
オ
イ
リ
ー
な
食
事
に
も

相
性
抜
群
で
す
。

打合せの様子
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福祉

高齢者ふれあい・いきいきサロンのご案内
　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話し合いの機
会を持つ、ふれあい・いきいきサロンの10月の予定に
ついてご案内します。対象地区の高齢者であれば、どな
たでも参加できますので、お気軽にご参加ください。

■日時　10月23日（金）午前10時
■対象　６区・７区高齢者対象
■場所　７区集会所
■日時　10月27日（火）午前10時
■対象　５区・仮設住宅・
　　　　災害公営住宅高齢者対象
■場所　五社の杜サポートセンター

　８区（毛戸地区）においてふれあい・
いきいきサロンを再開します。
■日時　10月20日（火）午前10時
■対象　８区高齢者対象
■場所　毛戸集会所
　活動内容は体操やゲーム、お茶のみな
どですが、今後地区のみなさんの要望を
取り入れ決めていきます。

■日　　　　時　10月15日（木）   午後１時30分～午後3時
■場　　　　所　五社の杜サポートセンター
■対 　象 　者　小物づくりに興味のある方
■用意するもの　裁縫道具（針・マチ針・はさみ）等を
　　　　　　　　ご持参ください。
　楽しみづくりや仲間との交流を目的に開きます。
　参加費は無料ですので、お気軽にご参加ください。
交通手段がなく参加できない方は、川内村社会福祉協議会までご連絡ください。
☎０２４０－３８－３８０２

　次の方から、
ご寄付をいただき
ました。厚く御礼
申し上げます。
＊ご遺志
　・鈴木　昌夫様（後谷地）　
� 故鈴木　昌一様ご遺志
　・猪狩　直美様（上川内原）
� 故猪狩　ナカ様ご遺志
＊一般ご寄付
　・望月　威男様（静岡市）
� ㈱イシフクフタバ会長
　・望月　隆司様（田村市）
� ㈱イシフクフタバ代表取締役

子育てサロンのご案内
～子育て中の方たちが仲間を

作り支え合う場です～
　子育て中の親や子育てに関心のあるおじ
いちゃん・おばあちゃんが、気軽に・楽しく・
自由に参加し、育児に関する情報交換や交
流を図ります。
■日時　10月１日（木）
　　　　午前10時～午前11時30分
　　　　10月14日（水）
　　　　午前10時～午前11時30分
■場所　五社の杜サポートセンター

善意の
　ご遺志
　ならびに
　　ご寄付

小物づくりとお茶会のご案内
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福祉

いきいき教室のご案内
　太田熱海病院の支援をいただき、転倒予防等の介護予防教室を実施しています。
　いつまでも元気で過ごすために、みんなで楽しくワイワイと体を動かしませんか？
■場所・日程　若宮前20仮設集会所　10月16日(金)　
　　　　　　　あさかの杜ゆふね　10月19日(月)
■時　　　間　午後１時20分～３時
■対　　　象　65歳以上の方ならどなたでも
■持　ち　物　タオル１枚・水分補給のための飲み物
■問　合　せ　保健福祉課（ゆふね内）☎０２４０－３８－２９４１

赤い羽根共同募金運動ご協力のお願い
　10月１日より赤い羽根共同募金運動が始まりました。共同募金は、寄付という形
で参加できるボランティアです。
　みなさまからいただいた募金は、県内の社会福祉施設や団体などに配分されます。
また市町村社会福祉協議会や地域のさまざまな福祉活動団体などに配分され地域福
祉充実のために活用されます。
　戸別募金は困難な状況にあるため、ご協力をいただける方は地区の行政区長さん
（区長代理さん）へ、また、いわき市及び郡山市の仮設住宅にお住いの方は四倉鬼越
仮設住宅集会所及びあさかの杜ゆふねの生活支援相談員
へご持参いただきますようお願いします。募金運動は10
月１日から10月31日までの１ヶ月間推進しています。
■問合せ　川内村社会福祉協議会
　　　　　☎０２４０－３８－３８０２
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福祉

　高齢者と呼ばれる65歳以上の人でも、現役として充実した生活を送ることができ
る時代です。ただし、加齢による身体機能の低下が原因となり、思わぬところで事故
にあうことがあります。高齢者の場合、事故によるけがが重度化しやすく、治療や回
復にも時間がかかることから、寝たきりなど重度の要介護状態に陥る危険があります。
す。

　居間や寝室での事故を防ぐためのポイント　
◆ポイント①　部屋の整理整とんを心がけましょう
　まめに片付け、普段歩く場所にはものを置かないようにしましょう
◆ポイント②　家具の色を変えてみましょう
　視覚の衰えを補うために、部屋の色調と違う色の家具を選びましょう
◆ポイント③　なるべく火を使わないようにしましょう
　居間ではなるべく火を使わず暖房器具なども火を使わないものに変えましょう
◆ポイント④　床面の素材や状態を検討しましょう
　すべり防止のために身体状況に合わせて素材を検討しましょう
◆ポイント⑤　寝具を見直してみましょう
　身体状況に合わせ、布団からベッドに変えるなどの見直しも大切です
◆ポイント⑥　寝具まわりの機能を高めましょう
　からだの衰えが進んでいる場合は、寝具まわりの機能を高めてカバーしましょう
　�　住み慣れたわが家にひそむ危険を知り、家庭内事故を未然に防いで健やかに暮ら
し続けましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ　複合施設ゆふね内　
地域包括支援センター
☎０２４０－３８－２９４１

地域包括支援センター です。

～危険をなくして健やかな毎日を送りましょう～

こんにちは

心配ごと相談所　10月予定
　10月21日（水）午前９時～11時30分までを受付時間として、複合施設ゆふねに

おいて民生児童委員が相談に応じます。日頃の生活でお困りの事など相談は何でも

結構です。秘密は固く守りますので、お気軽にご相談ください。
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福祉

総合検診結果返却会のお知らせ
　8月31日～9月3日に実施した総合検診の結果を、面談を行い直接お返しいたしま
す。福島県立医科大学の医師や管理栄養士なども参加し下記の日程で開催しますの
で、ぜひご来所ください。

10月7日(水)
午前10時～11時まで 若宮前Ｉ・J棟仮設集会所
午後１時30分～２時30分まで あさかの杜ゆふね

10月８日(木)
午前９時30分～11時まで 1区集会所
午後1時30分～3時まで 3区山村活性化支援センター

10月９日(金)
午前9時30～11時まで 5区集会所
午後1時30分～3時30まで 西山集会所

※日程・時間は予定ですので変更になる場合があります。
　健診結果から普段の生活を見直し、健康の維持・増進に努めましょう。
■問合せ　川内村複合施設ゆふね　保健福祉課　保健師　☎０２４０－３８－２９４１

戦没者等のご遺族の皆さまへ
第十回特別弔慰金が支給されます

■支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成27年４月１日（基準日）において、「恩給
法による公務扶助料等」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受
ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族
お一人に支給されます。
１．�平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を
取得した方

２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　※�戦没者の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を有していること等

の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。
４．上記１から上記３以外の戦没者等の三親等以内の親族（甥、姪等）
　　※�戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。
■支給内容　額面25万円、５年償還の記名国債
■請求期間　平成27年４月１日から平成30年４月２日
■請求窓口　複合施設「ゆふね」内　保健福祉課　援護事務担当
　　　　　　☎０２４０－３８－２９４１
※�なお、平成32年４月１日を基準日とする特別弔慰金については、平成32年４月
１日から請求受付を開始する予定です。
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福祉

　前号のかわら版（２）では、特定健康診査・特定保健指導は保
険者の実施義務であること、目標値が決められていること、目標
値に達しないと国からの後期高齢者支援金が減額され、間接的に
は被保険者（村民）に少なからず影響が出てしまうことなどをお
伝えしました。今まで実施した特定健診の川内村の受診率は、表
１のとおりです。

【表１】　国が決めた目標値（特定健康診査等基本指針）65％
（Ｈ25以降は60％になりました。）
Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

川内村の受診率 53.8％ 55.2％ 44.30％ 43.6％ 43.09

福島県平均受診率 36.8％ 36.8％ 34.6％ 36.42％ 36.42％

福島県内で目標値に
達した市町村

桧枝岐村72.55％　　西会津町65.59％　　柳津町68.26％
金山町68.28％　　　昭和村67.01％　　鮫川村68.44％

　　
　平成27年度の総合検診は８月31日（月）、９月１日（火）、９月２日（水）、９月
３日（木）に村内及び郡山を会場に実施しました。
　表２は、総合検診の項目である特定健診、結核・肺野部がん検診、喀痰検査、胃
がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査のいずれか一つでも
受診した村民の集計です。特定健診に関しては、詳細情報がわかり次第、かわら版
で報告いたします。

【表2】　平成27年度総合検診受診者数（検診一つでも受けた人）
検診日 申込者 受診者

8/31（月） 157 人 171人

9/1 （火） 208人 213人

9/2 （水） 144 人 174人

9/3 （木） 86人 88人

　今年度の総合検診は、終了しましたが、忘れた方や都合のつかなかった方は医療
機関(小野町綜合病院)で平成28年１月末まで実施していますので、保健福祉課まで
ご連絡ください。
　なお、健診の結果、生活習慣病の予防や生活習慣の改善について説明するために、
保健師・栄養士が伺うことがありますので、あらかじめご承知おきください。
　みんなで検診をうけて、自分の身体の健康度を知って「健康かわうち」を目指し
ましょう。

検診かわら版～健康かわうちを目指して～（３）
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休　日　当　番　医　〈10月〉
　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。
●郡山市休日当番医

医療機関名 診療科目 所在地 電話（024）

10/4
むかわクリニック 小児科 八山田五丁目79 933-7788
あさかストレスクリニック 心療内科・内科・精神科 安積三丁目341 937-6101
八木眼科医院 眼科 堤下町9-7 922-4970

10/11
さかい小児科クリニック 小児科 喜久田町字上田向2-2 921-2216
斎藤クリニック 内科・外科・脳外科 芳賀三丁目3-20 956-3335
日和田整形痛みのクリニック 整形外科 日和田町字南原2-54 958-2100

10/12
わんぱくさいとうこども医院 小児科 御前南六丁目122 983-0189
東城クリニック 心療内科・内科 並木3-6-19 991-0720
喜久田クリニック 内科・外科・消化器科 喜久田町堀之内字南椚内8-10 963-1601

10/18
かわなこどもクリニック 小児科 安積三丁目298 947-5377
海野医院 内科・小児科 町東三丁目100 952-5738
中村脳神経外科クリニック 内科・脳外科 池ノ台7-24 939-3001

10/25

おおがクリニック 小児科・内科 片平町出磬東5-5 962-0600

東原クリニック 内科・小児科・呼吸器内科・ア
レルギー内科 喜久田町字前北17-1 925-1616

菊池眼科 眼科 安積町荒井字橋郎治55 983-1113

11/1
いいもり子ども医院 小児科 富久山町久保田字伊賀河原3 990-1241
かずま医院 内科・外科 菜根一丁目15-2 934-7750
小玉耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 中野一丁目23 952-3638

●田村市休日当番医
医療機関名 診療科目 所在地 電話（0247）

10/4 中央通りクリニックやない 内科・皮膚科・泌尿器科 田村市船引町東部台3－108 81-2662
10/11 矢吹医院　 小児科・内科・皮膚科 三春町字中町28 62-3015
10/12 大久保クリニック　 心療内科・神経科・内科・他 田村市船引町船引字扇田211 82-2555
10/18 橋本医院 内科・胃腸科・小児科・アレルギー科 田村郡小野町谷津作馬場70-1 72-3711
10/25 青山医院　 外科・内科・脳神経外科 田村市常葉町常葉字荒町48 77-2015
11/1 西山医院 内科・外科・他 三春町字御免町179 62-2473
11/3 大方病院 内科・外科・他 田村市船引町船引字南町通111 82-1117

福祉

公立小野町地方綜合病院からのお知らせ　
　当院では、去る８月10日(月)平成27年度ふくしま地域医療
の担い手育成事業「地域医療体験セミナー」を行いました。今
年は、医学部進学を希望する県中・県南地区の高校２年生45
名が参加しました。このセミナーは、ふくしま地域医療の担い
手育成事業として福島県教育委員会が主催したもので、病院な
どの医療機関において地域医療の現状について理解を深めると
ともに医学に対する関心をなおいっそう高めることを目的に、
毎年開かれています。
　はじめに各班に分かれて病院内の見学(薬局、検査室、レントゲン室、透析室、入院病棟)を行い、
仕事内容や医療機器の説明を受けました。午後からは藤井 文夫企業長による「地域医療の現場か
ら」と題して講義を行いました。参加生徒からは「地域医療の現場に触れることが出来、地域医
療に貢献する使命感を改めて認識することが出来た」との感想が聞かれました。実際に地域医療
の現場に触れることで、地域医療への関心を高め、進路選択の参考になればと願っております。
■問合せ　公立小野町地方綜合病院　総務課　☎０２４７－７２－３１８１

講義風景
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国保診療所より内科・歯科休診と
専門医による診察日のお知らせ

村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文
字を図案化したもので、 
村民の融和と団結を表
し、 村勢の着実な前進を
象徴しています。 
� （昭和53年４月制定）

村 民 憲 章

一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 
一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 
一．自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 
一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 
一．文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 
 （昭和57年1月14日制定） 

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診にさせていた
だきますのでご了承ください。また、専門医による診察も予定して
おりますので、希望の方はご来所ください。

内 科
休 診

10月 ２日（金）終日（内科医師学会参加のため）
　　  ５日（月）終日（内科医師研修のため）
　　 19日（月）終日（内科医師研修のため）
　　 26日（月）終日（内科医師研修のため）

内 科
時間休診

10月 １日（木）午後（内科医師不在のため）
　　  ７日（水）午前（専門医診療のため)
　　 22日（木）午後（専門医診療のため）
　　 23日（金）午前８時30分～10時まで

（保育園健診のため）

専門医
診察日

〇整形外科診察日　10月５日・19日・26日
　　　　　　　　　毎週月曜日午前のみ診療　
〇眼科診療日　　　10月7日（水）午前のみ診療
〇内視鏡検査日　　10月8日・22日（木）午前のみ診療
　　　　　　　　　※要予約制
〇心療内科診察日　10月22日（木）午後のみ診療

歯 科
休 診

10月 １日（木）終日（歯科医師不在のため）
　　  ２日（金）終日（歯科医師学会参加のため）
　　 13日（火）終日（歯科医師不在のため）

歯 科
時間休診 10月23日（金）午前（保育園健診のため）

※�上記「休診」と「専門医診療日」は、予定です。変更する場合もありま
すのであらかじめご了承願います。変更の場合、診療所の受付や診療バ
スに「お知らせ」を掲示し、防災無線等でお知らせいたします。

あしあと
　暑さも去り、秋の気配を感じています。これか
ら山が紅葉していく風景が楽しみです。10月
開催の写真教室（お知らせＰ.12にて募集）に参
加し、秋の美しい風景をカメラにおさめたいと
思います。

愛育文庫の
ご案内

今月のおすすめ絵本は
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表紙について
　表紙写真は四区の田にて撮影しました。だんだんと
色付く稲穂。黄金色になる日も、もうすぐです。凛と
伸びる葉と垂れる穂、緑と黄色のコントラストが素敵で
した。

福祉・お知らせ
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オリンピック
デイフェスタ
大正琴
太極拳

第二回市町村
ソフトボール
大会開会式
（相馬市）
太極拳

小学校・保育園
合同学習発表会
市町村ソフト
ボール第２試合
太極拳

市町村ソフト
ボール第４試合

粗大ごみ

　

市町村ソフトボール
川内村チーム
第１試合
（いいだて村チーム）
写真教室講座

市町村ソフトボール
川内村チーム
第３試合

終日内科休診
午前整形外科

体育の日

終日内科休診
午前整形外科
いきいき教室
（南一丁目）

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科

午前内科休診
午前眼科
フラ教室
健診結果返却会 

（午前 若宮前/
午後南一丁目）

フラ教室
子育てサロン
（五社の杜）

フラ教室
心配ごと相談所
（ゆふね）

第４回中央学級
フラ教室

午後内科休診
終日歯科休診
興学塾
子育てサロン
（五社の杜）

興学塾
（健診結果返却会
 午前 1区
 午後 3区）

興学塾
小物づくりとお茶会
（五社の杜）

午後内科休診
午後心療内科
興学塾

興学塾

終日内科休診
終日歯科休診
よさこいクラブ

よさこいクラブ
（健診結果返却会
 午前 5区
 午後 6区）

よさこいクラブ
いきいき教室
（若宮前）

午前8時30分～
10時まで内科休診
午前歯科休診
よさこいクラブ
いきいきサロン（7区）

よさこいクラブ

　

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

　

１ 仏滅

東電窓口の時間・場所は８ページの

「10月の賠償金請求に関する東京電力

㈱相談窓口の開設」をご覧ください。

２ ３大安 ４ 先勝赤口

　

興学塾

終日歯科休診
興学塾

興学塾
いきいきサロン
（毛戸集会所）

興学塾
いきいきサロン
（五社の杜）

文化の日

シシウド
神無月
October

資源ごみ
毎週水曜日
プラ･ペット･
パック類

燃えないごみ
ビン類･カン類･

不燃物

燃えるごみ
毎週火金曜日

　セリ科シシウド属の一稔性多年草で、高さ
は２ｍを越えます。花は花火のように分か
れ、小さな白い花を多数つけます。
　古くから根を生薬として用いており、鎮静
鎮痛、血管拡張などの効能があるとされてい
ます。シシウド属の学名はアンジェリカ
（Angelica）と言い、これらの薬効が著し
いことから、その力を天使（Angel）に例え
たものだそうです。春の山菜として知られる
ウドはウコギ科なので全くの別物で、シシウ
ドはとても苦く食べられないそうです。
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男性:1,410人(12) 女性:1,333人(△1) 世帯数:1,190戸(10) 総数:2,743人(11) ※8月31日現在の人口

※�上記の診療日程は、予定ですので変更する場合もありますのであらかじめご了承願います。変更の場合、診療
所の受付や診療バスに「お知らせ」を掲示し、防災無線等でお知らせいたします。


